
水惑星地球のグローバル残物と堆積変成層（含炭素含有層）について 

三浦保範(山口大, NASA-NPP Fellow) 

 

1. はじめに 

地球を太陽系視点で見直すことは大きな流れを天体で見直す上でも重要です。例えば

地球の海水圏は当然の存在として人類の歴史を作りました。日本人も古くから渡来系であ

るので海がなければ存在していない人類圏の歴史問題があります。本件では、地球の海水圏

が存在し残存した固体体岩石圏から、地球の活動を見直し、それが各天体での位置付けに利

用されるために科学研究問題として捉え、その解決策や展開として本件では炭素含有物質

問題として堆積変成層（含炭素含有層）を扱います(Miura,2008, 2013)。 

 

２．海水圏の残存した堆積変成層：  

太陽系の研究は、マクロ視点からミクロ視点に大きく発展したが、両者の視点（マクロ

天体とミクロ固体等物質）が重要で地球海水圏が形成した固体圏の残存物である堆積層と

変成層を合わせて堆積変成層として扱う。堆積層は、海水圏が存在しないと出来ないです。 

 

３．陸成・海成堆積物： 

無水天体の高低の地形は衝突孔である（アポロ月成果）で、火成岩（地下内部）起源が

多くその破砕物はその陸成岩石の最少物（又は変成岩）です。しかし大量の砂岩は長期に主

要ケイ酸塩鉱物（輝石、橄欖石、長石）が高温変成して石英（SiO2）置換が必要です。その

ために海水圏が必要で、方解石（CaCO3）は海底堆積物（多量）が大気中炭酸ガスと海水成

分の合体で固化し、これを利用して炭素含有の生命体活動に利用されています。 

 

４．海底衝突堆積物の残留物: 

地球地質境界（PT,KT）は砂岩層（陸地表層）が多い。海水・陸成圏で炭酸塩・方解石

形成されているが、その間に異質の茶褐色相が広大に形成され、海底衝突を示す砕屑物を含

むが異質なので破壊が進み広大に見れない。炭酸塩岩の地下埋没、変形破壊と熱変成（大理

石化）は多く研究されています（日本、中国、豪州、北米・中南米、欧州、南アフリカ等）。 

 

５．茶褐色堆積層としての衝突堆積変成層： 

筆者の研究で石灰岩堆積層に茶褐色堆積層が含まれ、地下の埋蔵（山口・秋吉）や地上

数十 km（南ア）に残存している。他天体ではまだなく大量堆積層は水惑星地球だけです。 
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